賃貸借契約更新拒絶通知書
平成●●年●●月●●日
被通知人
　東京都●●区●●○丁目○番○号
●●●●マンション○○○号室
　●●　●●　殿

 通知人


　東京都■■区■■町□丁目□番□号

■■　■■
本通知書作成代理人

〒１６２－０８２２

東京都新宿区下宮比町２－２８

飯田橋ハイタウン１１０４
行政書士事務所

飯田橋総合法務オフィス
ＴＥＬ:０３－５２０６－７７７３

行政書士　小竹　広光

冠省

早速ですが、貴殿に対し、行政書士法第１条の３第２項に基づき、本書面を代理作成しましたので、送付させて頂きます。

本件に関する、今後の回答や折衝などにつきましては、当職では無く、すべて通知人宛に直接行っていただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

前略

私は、貴殿との間で、後記建物の賃貸借契約をしており、同物件を貸し渡しております。

そして、これまで反復継続した契約更新がなされており、現時点での賃貸借期間は平成●●年●●月●●日までとなっております。

しかしながら、ご存じのとおり、現在同物件は木造２階建で築●●年と、老朽化がひどく、万が一にも倒壊した場合の、燐宅への損害発生の蓋然性も高く、補修改築工事の緊急性を要するものであると懸念しております。

つきましては、大変恐縮ですが、今般、本件建物賃貸借契約の更新を拒絶いたしますので、借地借家法第２６条１項に基づき、その旨ご通知致します。
よって、大変恐縮ですが、来る平成●●年●●月●●日までには、原状回復の上、同物件を明け渡して頂けるよう、お願い申し上げる次第です。
なお、万が一、上記期間内に明け渡しをして頂けない場合には、止むを得ず、物件の明け渡しを求める調停申立その他の法的手続きをとりますので、ご承知おき下さい。

草々

記

所　在　　
家屋番号　
種類　　　
構造　　　
住居表示　
賃貸借物　
以上
